
２，都市として成長する札幌

このように言われる札幌は実際にどんな札幌だったのか、復習のつもりで、もう一度、

様子を見てみようと思います。

先ほどの岩佐所長の話に出てきたように、札幌の工場群は、開拓使時代につくられた工

場群です。このことは、未開の札幌に工場をつくって近代的な様子を世界に示すためとい

う評価があります。開拓との関係で考えると単純に工場をつくるだけではなく、周辺の

村々、当時ですと発寒、琴似、篠路、札幌、丘珠、苗穂といった農村部に移民たちを入植

させます。入植させて何かつくらせればいいのではなくて、つくった後、それを流通させ

るための機関の一つとしてこういう工場群をつくるわけです。そのため、原料となる大麦

をつくらせたり、明治20年代になって製麻工

場ができればアマをつくらせるというよう

に、つくった作物を商品として買い上げてあ

げるようにしていたのです。

③の表は、明治30年代の札幌の工場の表で

す。上から六つ目ぐらいまでは、開拓使時代

につくられた工場を引き継いだものです。官

営工場が民間に払い下げられてから十数年た

ってもまだ残っているわけです。札幌の工業

というと開拓使時代につくった模範工場を中

心にその後も発達しているのです。七つ目か

らは、札幌器械製造所を除いて払い下げ後に

できた工場群です。

例えば、この中の野沢活版所、現在の北海

道出版企画センターの社長は、先代も今の社

長も野沢さんと言いますので、多分、この野

沢活版所も今も残っている会社になると思います。それから、山藤という印刷所もまだあ

ります。小林絹糸製造所は、今は小林商事という会社になって、北５条西11丁目ぐらいに

大きなビルがありますが、おそらくその会社のことだと思います。明治時代に絹糸会社と

してつくったのですが、今は絹糸をやめて総合商社になっているようです。

その次の今井は丸井さんのことです。それから、今井の下の岩井は、今はなくなってし

まったのですが、丸井のすぐ隣にあった靴屋さんです。こんな工場群があって、何割かは

開拓使時代からの工場で、その後も工場が出来ていました。

先ほどの③表は明治32年ですが、大正の初めごろの札幌の産業の様子を人口で見たら④

のようになります。多分、皆さんは、札幌が工業都市だったと言われても、えっと思われ

るのではないでしょうか。実は、見ておわかりのとおり、ある時期は工業都市なのです。

農業の生産額、工業の生産額、商業の生産額を比べた表ですが、大正の初めのころは確

③



かに商業が発達して、大正

の半ばぐらいになると工業

が商業を超えています。こ

の後、昭和初期ぐらいまで

は工業のほうが上を行って

います。札幌というと、今

は商業都市的なイメージが

強いのですが、開拓使時代

から工業都市の様相が続い

ているのです。むしろ、ある時期、商業のほうが上回っている時期があったと考えたほう

がいいかもしれません。ただ、これは生産価格ですから、商店の数、事業所の数、労働者

の数になると若干の違いは出てきます。札幌は、工業都市であったことを知っておいてい

ただければと思います。

次は、資料⑤－１の絵はがきを見てみ

ましょう。

都市の発展の一面を示す絵はがきで

す。この絵はがきを何のために出版され

たか、理由はよくわかりません。これは

明治40年前後の絵はがきだと思います

が、女性が自転車に乗っています。この

時代は、明治35（1902）年６月４日には

「婦人の自転車乗り(当地の率先者)」と

題して、街中を自転車で疾走する若婦人が新聞記事になるぐらいに自転車が普及してきて

いたようです。その写真がその事を示すものと思います。見方によっては、女性が社会進

出を始めたという意味の紹介にもなるかもしれませんが、むしろ新聞は揶揄するような記

事でした。

この絵はがきの右下に「停車場通」とあります。奥の方にちょっと見えるのが札幌駅で

す。真ん中に広く写ってるのは、駅前通（停車場通）で、ちょうど自転車が走っているあ

たりが大通です。今の大通や駅前通のあたりと

比べると不思議なものが写っています。右端に

写っている煙突や工場のようなものも見えてい

ます。私はこの絵はがきを初めて見たとき、こ

こは絶対に駅前通ではないと思って、ほかの場

所でこういう工場があるところをいろいろと捜

しました。何とか発見することが出来ました。

⑤－２の絵に描かれている工場の様なものは、

④

⑤－１

⑤－２
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上に「北海道電燈会社」と書いています。この電灯会社は、明治22年に設立された札幌市

中に電気を配信した会社です。当時は火力発電が主流です。この石造りに見える建物は発

電所と言うことになります。何でこんな街中に発電所をつくるのか、発電所といったら最

初は水力ではないか、山の中ではないかと推測してしまいます。全国的に言うと明治20年

代ぐらいに火力発電中心から水力発電中心に発電の仕方が変化していきます。札幌は、明

治22年になって初めて火力発電所が設立されたのですが、まちの真ん中に置かれました。

恐らく、当時は技術的な問題もあって山の中から長距離を引っ張ってくると、電圧が下が

るためなのだそうです。一番コストをかけないで簡単に電気を売れるのは、街の中につく

って周辺に供給することです。前回の講演につけ加える格好になるのですが、明治20年代、

30年代に都市の機能がだんだん整備されていって、その一つがこの発電所の設置です。札

幌にも発電会社ができて電灯がつくようになりました。③の表の一番下にある札幌電燈が

明治29（1896）年に北海道電燈会社から社名を変更します。32年には工場の中に発電所も

入っています。

都市機能が整備されるとこんな問題も起こりました。⑥の「札幌火災地明細図」は新聞

の号外ですが、明治25年に887戸が燃えた大火災があります。札幌で今までに起こった火

災で一番大きなものです。これに次ぐのは、明治40年に三百数十戸が焼けた大火がありま

した。札幌に都市機能が整備されてきて人が集まり、人口が急増し始めたころにこの大火

が起りました。恐らく、家屋そのものが火災に対処した家屋ではなかったようで、この後

市民に耐火建築が求められていました。

⑥の図は、その時に燃えた場所の地図です。

明治25（1892）年５月10日付の北海道毎日新

聞号外で、５月４日に南３条西３丁目の個人

宅から火事が起こって燃え広がり三町四方全

部燃えて、なおかつ大通を越えて北側も延焼

しました。

代表的な施設を地図の端に列記していま

す。多くの施設が燃えています。明治20年代、

30年代は、都市機能が成長し始めて整備され

ていくのですが、そのつまずきみたいなこと

も起こります。この火事の後、札幌では再建

ということが課題になりますが、ちょうどそ

の頃に「札幌盛衰論」という記事が新聞に掲

載されました。20年代前半は、人口がどんど

ん急増していましたが、25年にこの大火があ

ってその好況が終わりました。ちょうどその

頃から道庁がやっていた札幌周辺の原野排水などの公共投資も少なくなってきました。そ

⑥
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のような中で27年に「札幌盛衰論」という記事が掲載されるのです。その頃が不況の真っ

最中だったのです。明治20年代を見通して、すごく盛んだった時代が火事を境目に急激に

衰えていった。そこで札幌はどうなるだろうかという新聞記事が掲載されました。先ほど

の岩佐所長の「札幌衰亡論」とは違い盛衰論の場合は景気がよかったのが悪くなった、そ

れをどう解消していったらいいかという記事です。都市としての機能が上がっていく反面、

こんな問題も起きながら成長していくというのが20年代、30年代です。その真っ最中に先

ほどの岩佐所長が発言する形になっているのです。

そういう中で、北海道でも都市を意識し始めるのか、大正に入るころから、都市経済と

か都市比較というものが新聞記事に出るようになっていきます。このことは、日本の社会

全体が産業革命を経て工業化している時代なのです。今、人口が集まっているいわゆる太

平洋ベルト地帯の京浜から東海、中京、阪神、瀬戸内の地域に日本の人口の大多数が集ま

っていますが、そのようなことが始まるのが、明治20年代から30年代にかけての時期から

なのです。そのようなことを考えてみると、人が多く集まってくる地域・都市がいろいろ

な面で分析されるような時代になったのです。

⑦は、大正２年の北海タイムスの新聞記事ですが、北海道の都市比較をしています。都

市経済状態の比較です。大正の初め北海道の

都市にはこういうものがあり、どんなふうに

違うかという比較です。上に都市の名前が並

んでいます。函館、小樽、札幌、旭川、増毛、

留萌、室蘭、網走、釧路、根室が都市として

比較されています。恐らく、この時代より少

し前だと岩内や余市も入っていると思いま

す。それよりもう少し前は、寿都、江差、松

前もこの中に入り、逆に開拓が始まる前の旭

川、網走などは入らないでしょう。特にニシ

ン漁業がだんだんだめになっていったこと

で、漁業都市であった岩内、余市、寿都が落ちていきます。逆に、まだ残っているのが留

萌、増毛ということなのだろうと思います。今の都市と違う感覚で都市が挙げられていま

す。

この中で、札幌、小樽、函館を見ると、ほかの都市とどの数字も一桁違うのがおわかり

だろうと思います。この資料は、今の都市とは違う感覚の都市があったというおもしろさ

があったのでお見せしました。岩佐所長の話で着目するのは旭川のことで、大正２（1913）

年では、街づくりが始まってまだ20年ぐらいです。しかし４番目の人口を持つような都市

となっています。税金を見ても４番目の力を持つような都市になっています。先ほどの岩

佐所長の予測は一部当っているわけです。札幌は衰退していませんから外れていますが、

旭川がこういう位置づけになってきています。

⑦
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10年後の大正12（1923）年には、札幌市、函館市、小樽市、旭川市、室蘭市に都市計画

法が施行されます。それまでは東京や大阪などの巨大都市にしか適用されていなかった都

市計画法が全国の25の都市に拡大し、その25都市の中に北海道から５つ入っていて、その

一つとして札幌も都市計画法が施行されます。つまり、都市として認められて、国から都

市計画法に基づく資金が出て、都市整備をより強力に行えるような体制になります。

都市機能の一つである交通機関整備について考えてみますと、明治末から馬鉄が市内を

走りはじめます。大正７（1918）年には、市中の交通機関が馬鉄から電車に変わります。

大正12年にはバスも走り始めます。都市札幌の中の交通の維持、都市交通が発達してくる

時期になります。それが昭和の初めには、交通機関もさらに発達して、公共都市交通にし

なければならなくなり、市営交通ができます。まず、昭和２年に電車が市営化します。昭

和５年には市営バスの営業が始まります。そういうふうにして都市札幌の都市整備の一つ

として、交通機関の整備をして都市機能を向上させようという時期になっているのが明治

の半ばから昭和の初めということになります。

そういう時代の流れの中に札幌に関する岩佐所長の評価がありますが、逆に札幌はどん

なふうに変わって大都市の要件を持ってくるのかを見ていきましょう。

３，道都札幌の確立

都市として、都市機能も上がっていて、人口

もふえてきた時期に、こんな事件が起こります。

ここに書いてあるとおり、火災中の北海道庁で

す。明治42（1909）年１月11日夜、北海道庁舎

であった赤れんが庁舎が、火災になって全焼し

ます。⑧－１の写真でもわかると思いますが、

既に屋根が見えません。屋内が燃えているのも

わかります。⑧－２の写真では下に「全焼翌日

之撮景」と書いてあるとおり、燃えた後は屋根

が全くなくなって、煙突と外壁だけが残り中は

完全に全焼しているようです。

実は、火災後の写真と火災中の写真と燃える

以前の赤れんが庁舎の３枚セットの絵はがきが

売り出されています。商魂たくましいと言うの

か、タイムリーに撮りに行く根性もあったとい

うことだろうと思いますが、おかげでいい写真

が残っています。

道庁が焼けてしまったという話は先ほどの岩佐所長の話と結びついてきます。35年に岩

佐所長は、道庁が札幌からなくなったらどうなるかという話をしました。実際に７年後に

⑧－１

⑧－２
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なくなってしまったのです。役所としてはすぐなくなるわけではなく、どこかに移って仕

事をしなければいけないのですが、建物としてなくなってしまったのです。では、どうす

るかという話が起こってきま

す。

⑨－１～６は、北海道庁が

火事になった後、旭川へ移転

するかどうかに関する新聞記

事です。⑨－３の新聞記事を

紹介しましょう。42年１月15

日頃から「道

庁移転問題」

という記事

が載る様に

なります。

岩佐所長の

⑨－３

⑨－１

⑨－２

⑨－４

⑨－５



話と結びつけて考えると、奥

地の開拓が進んできたら道庁

は移っていくだろう、移した

ほうがいいだろうという意見

が出される様になっていた訳

です。そういう時に、道庁が

燃えてなくなってしまいまし

た。それを再建する場所が道庁所在地になるという形になりました。もちろん、議論とし

ては北海道庁舎を再建するという意見、北海道庁舎の中身が焼けてしまったから同じとこ

ろに役所をつくるという意見もあったようです。ところが、旭川では、これを機会に旭川

に道庁舎をつくろうという運動を始めます。それを新聞が取り上げたものです。

話の中心は、この新聞記事に凝縮されています。この記事の中には「本庁舎新築費に五

十万円を寄付す」とありますが、旭川市民たちが市民大会を開いて、50万円を寄付しよう

という意見を出しています。

他の記事では、旭川町にて庁舎建築費100万円を負担すると載っています。この記事に

は、募金の事は載っていませんが、ちょうど赤れんがが全焼した時に、これを機会に旭川

で活動を始めたことを報道する記事です。その方法も、移転費や建築費を負担してでも旭

川に移そうという運動になったわけです。

北海タイムスだけでなく小樽新聞は、道庁を旭川にとられたらまずいという記事を載せ

ています。そのため、札幌側も頑張りはじめ有志大会を開いて、旭川だけが盛り上がるの

ではなくて札幌も盛り上がろうとしました。

この頃、先ほど述べたように日本の工業の発達や資本主義の発達する時期が、農村にい

た人口が太平洋ベルト地帯に移動し始める時代です。それにあわせて、北海道へ移ってく

る移住者も急激にふえてきます。北海道への移住者が多いのは、明治後半から大正初めぐ

らいです。ということは、北海道の行政をつかさどる道庁は忙しくなり、組織上も大きく

なっていく時期です。札幌にある本庁内での仕事量もふえてくるということは、役人の数

もふやすという時代になっています。道庁は、当時、庁舎の拡張の予算案を提出しようと

していた時期でした。そこで、本庁が焼けてしまったので、本庁がどこに移るかというよ

り、再建をどうするかという議論が道議会の中でも起こり始めました。そのときに火事に

なったのです。ただ、明治42年２月５日に道議会が開かれて、札幌で庁舎を再建し赤れん

が庁舎の周りに増築するという予算案を提出したら、大多数の議決で案が通ってしまいま

した。道議会の「北海道議会史」という本によると、道議会の中ではほとんど何も議論が

ありませんでした。確かに旭川は多数派工作をやったらしいのですが成果が出なかったよ

うです。

２月３日付の新聞記事の見出しでは、移転問題は益々急となっていますから、大きな問

題だったのですが、結果的には道議会ではほとんど何も問題にならなかったのです。岩佐

⑨－６
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所長の先ほどの話ですが、チャンスはありましたが、結局、道庁は動かなかったのです。

そんな時期の札幌は全道の中でどんな位置づけだったか、先ほどは大正２年の都市を比

較して見ましたが、もう少し違う資料でも見てみましょう。先ほど新聞に載った都市比較

は税金の比較でした。次は、人口で見た産業の比較をしてみます。

⑩ － １

は、大正９

（1910）年

の第１回国

勢調査によ

る人口比較

です。これ

は総人口で

はなくて有

業者人口と

いう仕事に

ついている

人たちの人

口の比較で

す。そのた

め15歳未満は入っていません。例えば、北海道は、総数で106万人になっていますけれど

も、この頃の総人口は180万人ぐらいです。

札幌の様子を見てみましょう。有業者の総数は４万人ぐらいですが、総人口は10万人ぐ

らいです。そのうちの働いている人が４万人ぐらいということです。これは人口で比較し

た産業の様子ですから、生産額とは違う意味になりますが、それでも傾向はわかると思い

ます。札幌は、先ほど言ったように工業都市と言えます。32％以上が工業の従事者になり

ます。その次が商業関係です。ほかのまちと比べてみますと、小樽だと商業が中心で、港

を有効利用しているという意味になりますが、その次が工業ということになります。函館

は、商業が若干強いでしょうか。この３区で比べると、函館が２区の上であることは直ぐ

わかりますが、小樽と札幌はどちらが上か下か、工業は札幌、商業は小樽が上で、総人口

でも、どちらも10万人ちょっとぐらいですから、大正９年では横並びに近い感じです。

しかし、違う分野に公務自由業がありますが、公務自由業ですから公務員だけではない

ですが、ほかの自由業がどんなものかわかりませんが、とりあえず公務員と考えてみまし

ょう。４万4,700余という数字は、小樽や函館に比べて多いです。役所で働く人間が多い

のです。でも、旭川はさらに多くなっています。旭川は、明治29年に７師団といって軍隊

が札幌から移りました。札幌には、月寒に二五連隊がつくられますが、それよりもレベル

が上の軍隊組織の役所が旭川につくられます。大半が軍人になると思いますが、公務員と

⑩－１
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すると旭川のほうが多いのですが、恐らく、役人よりは軍人と思われます。札幌にも月寒

に二五連隊がありますが、駐屯地は豊平町で札幌区ではありません。そのため、二五連隊

の軍人たちは入っていません。純粋に公務員だけということにはならないかもしれません

が、公務員を中心とするサラリーマンたちと思います。この四都市で考えてみると、工業

都市の札幌、商業都市の小樽、函館、軍都の旭川ということです。

⑩－１表の下は、10年後の国勢調査です。

３市の総人口はレジュメにあります。昭和５年の国勢調査の人口で、函館が19万人、札

幌が16万人、小樽が14万人で、札幌は小樽を超えた時期です。この時期になると、札幌は

商業が多くなっています。小樽と函館は同じです。公務員に関して見ると、旭川と札幌を

比べると札幌が追い抜きました。道内の都市は人口がふえている時期ですが、その中で札

幌の性格を見ていくと、先の四都市を比べるとと、商業、工業が多いのは似た傾向ですが、

札幌の特徴の一つは、公務員が増えているということです。それも、10年で旭川よりふえ

て、軍人を入れても旭川より多くなっているというのが札幌の位置づけの変化になるよう

です。

昭和15年の同じ数字を比べたか

ったのですが、見つけることが出

来ませんでした。総人口は札幌が

１位になりますから、それに見合

う数字の変化になっていると思い

ます。有業者の割合は変わらない

ということにします。

次の⑩－２は、会社数の比較で

す。商業も工業もあると思います

が、会社の比較を３市でしてみました。これは、資本金額を比べると大正末頃から札幌が

１位になって、小樽、函館との差がひらいていく様子がわかります。総人口は、函館、小

樽、札幌ないしは函館、札幌、小樽の順位ですが、会社の資本金額の総計でいくと札幌が

増えていって、強くなるのが昭和の初めのころであることがわかります。さらに、この数

字を見ると、違うこともわかってきます。例えば、大正11年、札幌の資本金と会社、小樽

の資本金と会社、函館の資本金と会社の数を見ていくと、１社当たりの平均資本を見ると、

札幌がずっと大きい事がわかります。このことから、札幌のほうが大企業が多いというこ

とになると思います。

全道で見ても、札幌がどんどんシェアを大きくしていく、単純に工業、商業というだけ

ではなく、札幌の経済力が大きくなって、函館、小樽を凌駕していく時期になります。

さらに⑩－３は、こういう数字もあります。蝦名さんという学者がつくった数値です。

どの時代も札幌を100にして函館と小樽と比べている表です。

例えば、銀行の預金です。各都市の資金力と言ったらいいでしょうか。札幌は昭和のは

⑩－２



じめに函館、小樽より上になって

いるのがわかります。

それに対して表の右側は、手形

交換高ですから、商売の強さの額

と言ったらいいのでしょうか。そ

れを見ていくと、小樽、函館のほ

うがずっと多かったのが、昭和10

年代の後半になると札幌のほうが強くなってきています。大正、昭和と進んでくるに従っ

て、経済力、資本力とかいろいろな分野で、北海道の中で札幌がどんどん力をつけてきて、

函館や小樽を抜いてより強くなってきている様子が見られます。これらの数字を見ると、

昭和前半、戦争の最中ぐらいまでの期間の中で札幌が１位になっていくのがわかります。

そういうことがどうして起こってくるのかとい

うことの一つの答えは、先ほどの岩佐所長の話に

出てくる道庁移転云々の話です。⑪－１では、道

庁に限らず、いろいろな役所が明治の末から大正、

昭和になるに従って札幌に集まってくることがを

書かれています。これは、『札幌区史』という明

治44年につくられた札幌の歴史書ですが、北海道

を総括するような国の出先機関が札幌にふえてき

ていると指摘しています。札幌税務監督局や北海

道鉄道管理局など国の出先機関などの役割を紹介

するのと同時に、北海道を管理するような国の出

先機関が札幌にふえてきていることを指摘してい

ます。それより下のレベルの出張所はほかの都市

にも置かれるでしょうが、役所の上のレベルの出

先機関が札幌で増えていっていると書いていま

す。恐らく明治末の同時代史的に感じていること

を記述しています。

⑪－２表を見てみましょう。

これは、『新札幌市史』にある札幌に置かれた官公署の表です。同じような表が、函館

や小樽、そしてほかの都市にもないかと思って探したのですが、見つけられませんでした。

そのため他都市との比較はできませんが、札幌だけ示します。

大正７（1918）年にあった道関係と国関係の役所、昭和12（1937）年にあった道関係と

国関係の役所、12年以降にできた役所を表にしたものです。表を見るとランクの下のレベ

ルも含めている場合もあります。そのためこれが正しい数字かどうかはっきりわかりませ

んが、おおむね傾向が出てくると思います。国の出先機関がいろいろ札幌に集中していま

⑩－３

⑪－１
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す。皆さんが知っているるのは、車検をとる時に利用する陸運局でしょう。しかし私もそ

うですが、大体は車屋さんに代行してもらっているので、直接、市民が国の役所にかかわ

ることは余りないかもしれません、陸運局のような国の地方統括機関が札幌にふえてきた

のが明治末から昭和初期になります。

こういう施設がふえてくると、銀行も集まってくるだろうと推察できます。銀行などは

国などのの役所の資金を預けておく機関です。今でもそうですが、どこの役所へ行っても

銀行や地域の信用金庫などの金融機関が役所のフロアにお金の支払い口として必ずありま

す。役所があるとそれぞれそういう金融機関が常に位置づけられています。そのため役所

ができれば金融機関もふえていく、役所が多ければ多いほどそれにかかわる銀行がふえて

くるようになります。

⑫－１は、昭和10年ぐらいまでの数字しか見つけられなかったのですが、全道のいろい

ろな都市にある銀行の数を表にしたものです。上の方だけ見てみましょう。札幌、小樽、

函館、旭川ぐらいまでを見ると、昭和10年まででは、小樽、函館、札幌という順番になっ

ています。旭川、室蘭、帯広が銀行の多い都市になっています。昭和10年ぐらいまでの上

⑪－２

10



位四都市の比較をすると、小樽、函館、札

幌、旭川の順番になっていることがわかり

ます。この数字がこの後どうなるか、本当

は一番知りたいところだったのですけれど

も、残念ながら見つけられませんでした。

ただ、先日「ブラタモリ」というＮＨＫ

の番組が小樽を舞台としていましたが、小

樽の銀行の話も出ていました。小樽には大

正の末ごろに銀行が25あったと言ってまし

た。私が見付けた数字は16とか18ですから、

この『北海道庁統計書』とは違う統計数字

がほかにもあるかもしれません。小樽だけ

でなく他都市ももっとあった可能性もあり

ます。一応、道庁統計書ではこういう数字

になっています。

なかなか数字が見つからないので⑫－２

に札幌での銀行の動きを表にしてみました。

実際には明治の初めからの表をつくったの

ですが、きょうの話に合わせて大正、昭和

の部分と戦後を表にしています。

例えば、昭和11年11月、横浜正金銀行と

いうと全国の銀行です。今でいうと都市銀

行に入るような銀行ですが、その支店が小

樽につくられています。小樽の経済力に引

っ張られて小樽に支店をつくっているようです。12年になると日本興業銀行が札幌に支店

をつくっています。こちらは札幌に引っ張られてきているということでしょう。

昭和14年頃から、銀行の合併が目立ちます。これは、銀行に限らず、日中戦争が始まっ

て、太平洋戦争へ進んでいく中で、無駄な経済競争はやめろという政府の指令で、企業合

同をさせました。タクシー会社とかバス会社とかいろいろな会社が企業を一つにしていき

ます。ビール会社も大日本ビールに統一されます。タクシー会社は、北海道では平賀とい

う会社１社になり、バスも中央バス１社になっていきます。新聞も、地方の都市でそれぞ

れ出ていましたが、戦争を昭和17年に全道の新聞社が合併して今の北海道新聞になるわけ

です。表に戻るとこの戦争の時期に、拓銀に合併とか、道銀に合併とあるのは、国策にの

っとって合併していくのです。戦争中には、北海道の銀行は最終的に拓銀に統一されてし

まいます。

金融界で注目されるのは、17（1942）年に日本銀行が札幌支店を開きました。さっきの

⑫－１
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岩佐所長は札幌出張所でしたから下のレベルで

したが、道内総括店にしたのです。銀行の中の

銀行も札幌に移ってきたことになりました。そ

れまで日銀は小樽にありました。日銀の移転に

より小樽と札幌の金融界での位置づけが逆転し

たという評価になっています。今までの研究史

でいくと、決定的なのが日本銀行札幌支店が開

かれたことです。

表の下半分は、戦後の分です。それに加えて

⑫－３をつくりました。戦前からあった銀行と

戦後に増えてくる銀行を一覧表にしたものです。

戦後は、札幌が金融的にも優位になり、都市銀

行の多くが札幌に支店を開いていきますし、地

方銀行も札幌の資金を求めて入ってきます。多

分、移住者の関連性も含めてだろうと思います

が、岩手、埼玉、青森などの地方銀行も札幌に

入ってきます。札幌に金融機関が増えていって

いる様子が戦後はっきり出てきています。では、

小樽や函館はというと、そういう資料がなかなか

見付けられなくて、札幌だけの話になってしまい

ますが、今の札幌と小樽と函館と比べれば明らか

だろうと推測できます。

⑬は、産業人口の増加を示したグラフです。192

0年以降ですが、第三次産業人口が多数を占め、そ

してシェアも大きくなっていることが、一目でわ

かります。役人・銀行員・会社員が増え、それに

伴い飲食店や様々な小売商が増えて

いるだろうと言うことが推測できま

す。

後半の話では、役所が札幌に集ま

ってくるのに従って、金融機関も札

幌に集まってくるというお話をしま

した。それらの機能の集積により都

市を比較する研究もあります。それ

は、各都市に、国や都道府県の出張

所ないしは出先機関が幾つあるかで

⑫－２

⑫－３

⑬
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順位を決めていきます。中枢機能の集積という言葉を使っていきます。役所の集まりを政

治的中枢の集積と言い、金融関係や会社が多くなることは、経済的中枢機能の集積と言い

ます。その外には、文化的中枢機能の集積という見点もあります。

⑭は、『札幌市政概要』と

いう札幌市が政策や事業を紹

介・説明する報告書で昭和47

年以降毎年出版されていま

す。それに全国の大都市の中

枢機能や道内の都市の中枢機

能の比較をしています。全国

的に札幌は、４番目、５番目

の順位に入っています。北海

道内では、平成４年の数字で、

ほかの都市に比べて断トツの

数字になっています。

今回の話は、政治中枢機能

や経済中枢機能が札幌に集積し始めるのが明治末からで、それらの集積が有効な強い力に

なったのは戦争が終わる直前ぐらいのことでした。そして戦後になると、道内ではその力

が十二分に発揮され、札幌のひとり勝ちという形になってしまた、ということです。

もう一度繰り返しますと、明治20年代ぐらいから都市機能を発達させていく札幌、その

後に大発展をするための素地が役所の集積、金融機関の集積が進むようになり、それが最

終的に戦後に大発展し、札幌だけが190万人も集まる様な大都市になったということです。

これがきょうの話です。私も、この中枢機能の話をするのが初めてですから、うまく説

明ができたかどうかわかりませんし、自分が求めていた資料がいろいろなものを探しても

なかなか出てこなくて、先ほど言ったように各都市の銀行は昭和10年までは出てきたので

すけれども、昭和15年が出てこないという片手落ちのところがあります。今後、そういう

数値も探しながら、中枢機能の集積で札幌がひとり勝ちしていく様子をもう少し具体的に

見ていけるようにしていこうと思っています。

⑭


